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１．課題の名称等  

研 究 開 発課 題 名 ： 
ナノファイバー複合型ポリカーボネート電解質を用いた“しなやか”リチ

ウム電池の開発 

研 究 責 任 者 ： 富永 洋一（東京農工大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究で提案する固体高分子電解質（SPE）を用いる“しなやか”リチウム電池は、無機固体系よりも

軽量･柔軟で、成形加工性や電気絶縁性に優れ、電解液･ゲル系よりも高い安全性を有する。本提案

では、これまでの研究責任者による研究シーズを活用し、これらの各性能・特性を満たす SPE と無機

フィラーからなる材料系を決定し、本格的な実用化研究につながる“しなやか”リチウム電池のプロトタ

イプを開発する。本研究の成果をもとに、ウェアラブル端末用電源として必要不可欠な「安全・安心」と

「小型･軽量･薄型･柔軟」を兼ね備えたフレキシブル全固体電池を可能にする材料系の創出を目指す。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

安心･安全で豊かな未来社会の構築へ向け、ICT や IoT を積極的に活かすスマートコミュニティーへ

の流れが近年加速している。このような背景の中、機動性に優れ、しなやかに人の体や衣服にフィット

するウェアラブルデバイスにも革新が求められている。このようなデバイスに欠かせない電源には、安

心・安全で使用環境に適合する柔軟な固体型電池が適している。本提案では、カーボネート系共重合

ポリマーの構造を最適化し、10-4 S/cm の優れたイオン伝導度、0.7 の高い Li イオン輸率、しなやかさ

を兼ね備えた新たな固体高分子電解質（SPE）を見出した。さらに、開発した SPE を用いたリン酸鉄リ

チウムによる電池システムを構築し、各材料構成や電極形成プロセスの最適化により高いエネルギー

密度の実現の可能性を明らかにした。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究で得られた研究成果をもとに、今後は、クレジットカードサイズのラミネート型セルの作製およ

び電池評価を行っていく。得られる成果をもとに、共同研究契約の企業などとの協議を続け、市場ニー

ズとのすり合わせを経て、しなやか電池としての実用化研究に進んでいく。電解液を一切含まない高



安全性と優れた Li イオン伝導性による安定した充放電特性を活かしたフレキシブルデバイス用電源と

しての社会実装を目指す。 

 


